
令和６年度第２回 ⿃取県道路メンテナンス会議

⽇時︓令和７年３⽉２１⽇（⾦）

13 時 30 分〜15 時 30 分

場所︓⿃取河川国道事務所会議室

   （１階 第１・２会議室）

議 事 次 第

○ 開 会

○ 挨 拶

○ 議 事 資料ページ

１．令和７年度道路関係予算概要 Ｐ１〜Ｐ１３

２．点検⽀援技術の活⽤事例 Ｐ１４〜Ｐ３８

・⿃取県関係 （橋梁点検） Ｐ１４〜Ｐ３５

・橋梁点検（中国地⽅整備局管内） Ｐ３６

・トンネル、附属物等点検点検 （中国地⽅整備局管内）   Ｐ３７

・地⽅公共団体関係 Ｐ３８

３．⾃治体⽀援の取組 Ｐ３９〜Ｐ４３

４．連絡調整

○ 閉 会
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参加
機関名 所属部署 役 職 形式

会 ⻑ 国⼟交通省 中国地⽅整備局 ⿃取河川国道事務所 事務所⻑ (⽋席）
国⼟交通省 中国地⽅整備局 倉吉河川国道事務所 事務所⻑ 〇 副所⻑ ⻄尾 隆 WEB
⿃取県 県⼟整備部 道路局 道路企画課 課⻑ 課⻑ ⻄村 克則 対⾯ 【会⻑代理】
⻄⽇本⾼速道路（株）中国⽀社 ⽶⼦⾼速道路事務所 事務所⻑ 事務所⻑ 光⽥ 剛史 対⾯
⿃取市 都市整備部 部⻑ 〇 主査兼保全係⻑ ⽯原 尚之 対⾯ 道路課
⽶⼦市 都市整備部 部⻑ 〇 課⻑補佐 ⾜⽴ 正敬 WEB 道路整備課
倉吉市 建設部 部⻑ 〇 課⻑補佐 河本 ⼤志 WEB 建設課
境港市 建設部 部⻑ 〇 主任 松本 史彦 WEB 管理課
岩美町 建設⽔道課 課⻑ 〇 係⻑ 中村 友昭 WEB
若桜町 地域整備課 課⻑ 〇 係⻑ ⽵内 祥浩 WEB
智頭町 地域整備課 課⻑ 課⻑ 酒本 和昌 WEB
⼋頭町 建設課 課⻑ 課⻑ 年岡 英夫 WEB
三朝町 建設⽔道課 参事 〇 主査 竺原 努 WEB
湯梨浜町 建設⽔道課 課⻑ 〇 課⻑補佐 ⾼⽊ 雄次 WEB
琴浦町 建設住宅課 課⻑ 〇 課⻑補佐 林原 裕司 WEB
北栄町 地域整備課 課⻑ 課⻑ 中原 浩⼆ WEB
⽇吉津村 建設産業課 課⻑ 〇 技師 吉⽥ 尚央 WEB
⼤⼭町 建設課 課⻑ 課⻑ ⼩倉 祥司 WEB
江府町 産業建設課 課⻑ 〇 主幹 ⼩林 健治 WEB
伯耆町 地域整備課 課⻑ 〇 主任技師 ⼭根 賢志 WEB 環境整備室
南部町 建設課 課⻑ 〇 主幹技師 野⼝ 裕介 WEB
⽇南町 建設課 課⻑ 〇 主任技師 森⽥ 正明 WEB
⽇野町 建設⽔道課 課⻑ 〇 副主幹 瀬崎 将太 WEB

中国技術事務所 事務所⻑ 〇 専⾨調査官 藤本 悟 WEB
中国道路メンテナスセンター センター⻑ 〇 課⻑ 道永 光夫 WEB 技術課

（公財）⿃取県建設技術センター ー 代表理事 〇 課⻑ 鈴⽊ 康介 WEB 建設⽀援課
地域道路調整官 ー 地域道路調整官 ⼭本 俊彦 WEB
道路保全企画官 ー 道路保全企画官 ⻄岡 寿雄 対⾯
地域道路課 ー 課⻑補佐 福島 琢⼆ WEB
 ー ー 道路構造保全官 ⼭本 順也 対⾯
 ー ー 道路構造保全官 板⾕ ⾏順 対⾯

中国道路メンテナンスセンター 技術課 ー 保全対策官 三⾕ 将⼤ WEB
ー 課⻑ 三好 健夫 WEB
ー 専⾨調査官 福島 智治 WEB

⽶⼦市 都市整備部 道路整備課 ー 係⻑ ⻑⽥ 剛 WEB
（公財）⿃取県建設技術センター 建設⽀援課  ー ー 主幹 井上 和⼤ WEB

ー 課⻑ 藤阪 健司 対⾯
ー 専⾨職 ⼋幡 澄夫 対⾯
ー 係⻑ 中野 知亮 対⾯
ー 係員 岩本 涼雅 対⾯
ー 課⻑補佐 林原 ⿓之介 対⾯ 安全施設担当
ー 課⻑補佐 岸⽥ 啓 対⾯ 維持担当
ー 係⻑ 福政 孝尚 対⾯ 維持担当

⻄⽇本⾼速道路（株）中国⽀社 ⽶⼦⾼速道路事務所 統括課 ー 課⻑ 安部 博之 対⾯

委 員

国⼟交通省 中国地⽅整備局

オブ
ザーバー

令和６年度 第２回 ⿃取県道路メンテナンス会議 出席者名簿
委員等の所属及び役職

副会⻑

会議の
役 職

代理
出席

出席者役職 出席者名 備 考

委員以外
の

出席者

事務局

⿃取河川国道事務所 道路管理第⼆課

道路局 道路企画課

国⼟交通省中国地⽅整備局

国⼟交通省 中国地⽅整備局

国⼟交通省 中国地⽅整備局

倉吉河川国道事務所 道路管理課

道路部 

道路部

⿃取県 県⼟整備部

令和７年３⽉２１⽇
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◆配席図◆
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令和６年度

第２回
⿃取県道路メンテナンス会議

【本会議資料】



 令和７年度 予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項
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令和７年度道路関係予算総括表

令和７年度 道路関係予算概要(R7.1） 抜粋2/43



公共事業関係費（政府全体）の推移

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋3/43



道路関係直轄予算の推移

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋4/43



令和７年度 主要施策の基本方針

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋5/43



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋6/43



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋7/43



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋8/43



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋9/43



令和７年度 道路関係予算概要（予防保全型メンテナンスへの本格転換）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋10/43



令和７年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋11/43



令和７年度 道路関係予算概要（道路システムのＤＸ）

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋12/43



【参考】防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

令和７年度 道路関係予算概要（R7.1） 抜粋
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「点検⽀援技術の活⽤実績」
機 関 名 活⽤した点検⽀援技術

⿃取河川国道事務所 ・無⼈航空機（マルチコプター）を利⽤した橋梁点検システム

倉吉河川国道事務所
・360度周囲を認識するドローンを⽤いた橋梁点検⽀援技術 (Skydio)
・社会インフラ画像診断サ-ビス「ひびみっけ」
・こんこん 〜連続打⾳検査装置〜

⻄⽇本⾼速道路（株）⽶⼦ −

⿃取県

・橋梁点検⾞⾞での作業範囲を超える範囲について、近接⽬視点検が出来ないこ
とから、ＵＡＶによる写真撮影画像を、ＡＩによる画像解析により、コンクリー
トのひびわれを⾃動検出することのできる橋梁点検新技術（社会インフラ画像診
断サービス「ひびみっけ」）を活⽤した。

①点検⽀援技術の分類 画像計測技術
②技術番号 ＢＲ０１００２４−Ｖ０４２４
③技術名 社会インフラ画像診断サービス「ひびみっけ」

1 ⿃取市 ・１台２役（橋桁下⾯と橋脚）の「ゴンドラ⾞」

2 ⽶⼦市 −

3 倉吉市 −

4 境港市 −

5 岩美町 −

6 若桜町 −

7 智頭町 −

8 ⼋頭町 −

9 三朝町 −

10 湯梨浜町 −

11 琴浦町 ・無⼈航空機（マルチコプター）を利⽤した橋梁点検システム

12 北栄町 −

13 ⽇吉津村 −

14 ⼤⼭町 −

15 南部町 −

17 ⽇南町 −

18 ⽇野町 −

19 江府町 −

16 伯耆町 −

14/43



宮本橋における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要 ・橋名：宮本橋（中国横断自動車道姫路鳥取線） ・橋長：２６６ｍ
・橋梁形式：４径間連続鋼非合成少数鈑桁橋 ・対象部位・部材：下部構造の橋脚
・対象とする変状の種類：ひびわれ、剥離・鉄筋露出など

新技術活用点検

点 検

（ 中国地方整備局鳥取河川国道事務所）

着色：点検支援技術活用範囲

従来点検

・路面から降下するため、中国横断
自動車道姫路鳥取線の交通規制
が必要

（ロープ高所作業による点検）

性能カタログ

技 術 名

無人航空機（マルチコプター）
を利用した橋梁点検システム（ドローンによる点検）

オルソモザイク
合成図３次元モデル

モニター画面

・交通規制不要、モニターによるリアルタイム現地確認
・３次元モデル及び、オルソモザイク合成図作成

ドローン

資料－①（１／２）
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宮本橋における新技術活用事例（２／２）

点検支援技術活用範囲における比較

点 検

項目 従来技術 点検支援技術 新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業
ロープ高所作業

による近接目視
ドローン点検

・従来技術のロープ高所作業に比べて点検支援技術は地上
作業となり、安全性が向上する。
・点検支援技術により撮影した画像は、モニターによるリアル
タイム現地確認（損傷程度の把握）が可能である。

内業
点検調書の

損傷図作成

オルソモザイク合成
図からＡＩによる損傷
図作成

・オルソモザイク合成図からＡＩによる損傷図を作成することに
より、損傷寸法及び損傷位置が正確に記録できるため、ヒュー
マンエラーによる取り違え及び記載漏れ防止が期待できるの
で従来技術に比べて損傷図の品質向上が図れる。

合計金額 2,840千円 900千円 ・従来技術に比べて点検支援技術は、経済的である。

現地工程 3日 2日 ・従来技術に比べて点検支援技術は、現地工程が短縮される。

2,840千円

⇓

900千円

約1,940千円
のコスト縮減

資料－①（２／２）
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宇谷橋における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

橋名：宇谷橋
（国道９号/山陰道青谷羽合道路）

橋長：207.20ｍ
橋梁形式：2径間連続PCポステン箱桁橋
対象部位・部材：主桁(箱桁内)
対象とする変状の種類：
ひびわれ，剥離・鉄筋露出，漏水・遊離石灰

従来点検 新技術活用点検（単管足場による点検）

（ドローンによる点検）

点 検

（ 中国地方整備局
倉吉河川国道事務所）

性能カタログ 技 術 名

NETIS 360度周囲を確認するドローンを用
いた橋梁点検支援技術(Skydio)
技術番号：BR010043-V0224その他

■全景写真 ■側面図

■断面図
活用範囲：主桁(箱桁内)

※梯子で近接できる範囲は，
近接目視とする。
（最大内空高約H=8m）

写真 従来点検(イメージ)
写真 飛行機体

(Skydio)

・近接目視点検が困難な範囲に対して，非GNSS環境におい
て飛行可能な機体を用いて点検を行う技術。

・構造物に沿って一定の離隔を保ちながら撮影を行う。

写真 新技術活用による点検状況

H=4m以上の
主桁を対象

・箱桁内の点検は，主桁高が最大8mと高く，出入口や横桁の
通行に制限を受けるため，単管足場により近接目視を行う。

資料－②（１／２）
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項目 従来技術 点検支援技術 新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業
足場設置による
近接目視点検

ドローンによる
点検

【効果】・点検日数が2日のため，集中規制への相乗りも可能。

【課題】・箱桁内（暗室）のため，照明機材が必要である。

内業
野帳および
写真整理

取得した写真を解
析し，損傷を抽出

【効果】・損傷進行を定量的かつ正確に把握できる。
【課題】・画像解析を行う必要があるため，調書作成までに

期間を必要とする。

合計金額 8,690千円 1,410千円 【効果】・足場設置，撤去の大きな費用を削減できる。

現地工程 85日 2日 【効果】・現地で撮影した写真を持ち帰って解析することで，
現場作業日数を大幅に短縮することが出来る。

宇谷橋における新技術活用事例（２／２）

主桁（箱桁内）におけるコストおよび工程等比較

点 検

①コスト比較

520

650 7,540

780 110

500

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

点検支援技術

ドローン

従来点検

足場による点検

現地点検 仮設備 データ解析 交通規制

②現地工期および交通規制日数

約83％のコスト縮減

従来点検
(足場による点検)

点検支援技術
(ドローン)

点検日
数

85日
(点検：9日，

足場設置撤去：76日)
2日

交通規
制日数

2日
(夜間，片側交互通行)

2日
(昼間，路肩規制)

仮設備 単管足場 ―

資料－②（２／２）
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阿弥陀川橋（下り）における新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

・橋梁名：阿弥陀川橋（下り）
（山陰自動車道名和淀江道路）

・橋長：２６６ｍ
・橋梁形式：３＋２径間連続鈑桁橋
・対象部位・部材：上部構造の床版
・対象とする変状の種類：
ひびわれ、剥離・鉄筋露出など

新技術活用点検

点 検

（ 中国地方整備局倉吉河川国道事務所）

着色：点検支援技術活用範囲

従来点検

・山陰道の夜間通行止規制
が必要であり、交通規制費用
の増大もしくは夜間通行止期
間の調整が必要

（大型点検車による点検）
性能カタログ

技 術 名

360度周囲を認識するドローンを用いた橋梁
点検支援技術 (Skydio)

社会インフラ画像診断サ-ビス「ひびみっけ」

（ドローンによる点検＋ＡＩ解析）

AI（ひびみっけ）による
ひびわれ解析結果

モニター画面

・交通規制不要、モニターによるリアルタイム現地確認、・AI（ひびみっけ）によるひびわれ解析

ドローン

写真合成イメージ

資料－③（１／２）
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阿弥陀川橋（下り）における新技術活用事例（２／２）

点検支援技術活用範囲における比較

点 検

項目 従来技術 点検支援技術 新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業

大型橋梁点検車
（リース）

による近接目視

ドローン点検

・従来技術の橋梁点検車作業に比べて点検支援技術は地上
作業となり、安全性が向上する。
・点検支援技術により撮影した画像は、モニターによるリアル
タイム現地確認（損傷程度の把握）が可能である。

内業
点検調書の

損傷図作成

合成図からＡＩ（ひ
びみっけ）による
損傷図作成

・合成図からＡＩ（ひびみっけ）による損傷図を作成することによ
り、損傷寸法及び損傷位置が正確に記録できるため、ヒューマ
ンエラーによる取り違え及び記載漏れ防止が期待できるので
従来技術に比べて損傷図の品質向上が図れる。

合計金額 1,880千円 1,520千円 ・従来技術に比べて点検支援技術は、経済的である。

現地工程 4日 2日 ・従来技術に比べて点検支援技術は、現地工程が短縮される。

1,880千円

⇓

1,520千円

約360千円
のコスト縮減

資料－③（２／２）
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八重横断ＢＯＸ２(275k648)他11橋における
新技術活用事例（１／２）

橋梁概要

・橋梁名：八重横断ＢＯＸ２(275k648) 他11橋
（山陰自動車道 中山名和道路・名和淀江道路・米子道路）

・橋長：１１．６ｍ 他
・橋梁形式：ＲＣ溝橋（ボックスカルバート）
・対象部位・部材：コンクリート部材

（第三者被害予防措置の対象となる頂版・側壁）
・対象とする変状の種類：うき

新技術活用点検

点 検

（ 中国地方整備局倉吉河川国道事務所）

八重横断BOX2 (275k648)

従来点検

・交通規制が必要

（リフト車による点検）
性能カタログ

技 術 名

こんこん ～連続打音検査装置～（連続打音検査装置による点検）

こんこん打音検査装置

・交通規制が不要
・最長約７．５ｍの長手ポールを使用

長手ポール

八重横断BOX2(275k648)における点検状況

資料－④（１／２）
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点検支援技術活用範囲における比較

点 検

項目 従来技術 点検支援技術 新技術の具体的な効果や活用にあたっての課題

外業
リフト車による

打音検査

こんこん
～連続打音
検査装置～

・従来技術のリフト車作業に比べて点検支援技術は地上作業
となり、安全性が向上する。
・うきが確認された場合は、別途、リフト車等により打音検査及
び叩き落とし作業を行う。

内業 － － ・別途、点検調書を作成することから、内業は同程度。

合計金額 900千円 830千円
・従来技術に比べて点検支援技術は、経済的である。
（合計金額は全12橋の合計値）

現地工程 8日 4日
・従来技術に比べて点検支援技術は、現地工程が短縮される。
（現地工程は全12橋の全工程）

900千円

⇓

830千円

約70千円
のコスト縮減

注）金額は全12橋の合計

八重横断ＢＯＸ２(275k648)他11橋における
新技術活用事例（２／２）

資料－④（２／２）
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資料－⑤（１／７）
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24/43



0.15mm 

0.15mm 

0.2 mm 

( 0.15 )

0.2 ( ) 0.15 ( )

0.15mm( )

[ ] 

資料－⑤（３／７）

25/43



( 0.2mm 0.15mm)

( 0.2mm 0.15mm)

0.2 0.15

20% 0.4mm 0.18mm 

資料－⑤（４／７）
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資料―⑥（４／６）
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～橋梁点検における点検支援技術活用事例～
番号 点検⽀援技術 従来点検 橋種 対象部位 番号 点検⽀援技術 従来点検 橋種 対象部位

① 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ ＰＣプレテンＴ桁 主桁・床版 ㊳ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚

② 点検ロボットカメラ リフト⾞＋ロープ ＰＣポステン床版 主桁・床版 ㊴ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚

③ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ 鋼単純合成鈑桁 主桁・床版 ㊵ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚

④ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ ＰＣプレテンＴ桁 主桁・床版 ㊶ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続鈑桁 床版

⑤ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ ＰＣプレテン床版 主桁 ㊷ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成箱桁 床版、橋脚

⑥ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ 鋼⾮合成Ｈ桁 主桁・床版 ㊸ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続鈑桁 上部⼯・下部⼯

⑦ 点検ロボットカメラ 橋梁点検⾞ 鋼単純合成鈑桁 上部⼯・下部⼯・⽀承等 ㊹ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ ＰＣ⽅杖ラーメン 上部⼯・下部⼯

⑧ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊺ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼床版箱桁 橋脚・梁部

⑨ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊻ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版、橋脚

⑩ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊼ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版、下部⼯

⑪ 点検ロボットカメラ 梯⼦ ＰＣラーメン 橋脚 ㊽ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版、下部⼯

⑫ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 上部⼯ ㊾ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ PCラーメン箱、PCコンポ 主桁、横桁、床版、下部⼯

⑬ ⼩型ドローン ロープ ＰＣポステンＴ桁 主桁・床版・⽀承 ㊿ ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ 鋼連続合成少数鈑桁 橋脚

⑭ ⼩型ドローン ロープ 鋼単純合成鈑桁 橋脚・橋台 51 ⼩型ドローン+AI解析 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯

⑮ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 52 ⼩型ドローン+AI解析 ロープ ＰＣ箱桁 下部⼯

⑯ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 53 ⼩型ドローン+AI解析 ロープ ＰＣ箱桁 下部⼯

⑰ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣポステンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 54 ⼩型ドローン+点群取得 橋梁点検⾞ ＰＣコンポ 下部⼯（斜⾯形状の取得）

⑱ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣ波形ウェブ箱桁 上部⼯ 55 ⼩型ドローン+吊下⽬視 橋梁点検⾞ 鋼⾮合成箱桁 上部⼯・下部⼯

⑲ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 56 Ｊシステム(⾚外線） ロープ 鋼連続⾮合成鈑桁 床版、地覆、下部⼯

⑳ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続合成少数Ｉ桁 上部⼯・下部⼯ 57 Ｊシステム(⾚外線） リフト⾞ ＰＣプレテンＴ桁 主桁、床版、地覆

㉑ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 58 Ｊシステム(⾚外線） 橋梁点検⾞ 鋼連続箱桁 壁⾼欄

㉒ ⼩型ドローン ロープ 鋼連続⾮合成少数鈑桁 下部⼯ 59 Ｊシステム(⾚外線） 橋梁点検⾞ 鋼連続床版箱桁 地覆

㉓ ⼩型ドローン 単管⾜場 ＰＣポステン箱桁 主桁 60 床版上⾯の損傷判定 点検ハンマー 鋼単純合成鈑桁 床版上⾯

㉔ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成箱桁 上部⼯・下部⼯ 61 マルチビーム測探機搭載ボート 潜⽔⼠ 鋼連続ダブルデッキトラス 基礎

㉕ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純⾮合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 62 マルチビーム測探機搭載ボート 潜⽔⼠ 鋼連続⾮合成箱桁 基礎

㉖ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純合成少数鈑桁 上部⼯・下部⼯ 63 マルチビーム測探機搭載ボート 潜⽔⼠ ＰＣ箱桁 基礎

㉗ ⼩型ドローン ロープ 鋼⾮合成箱桁 主桁・床版他 64 ⽔中ドローン 潜⽔⼠ 鋼単純合成鈑桁 橋脚、基礎

㉘ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞＋リフト⾞ 連続ＲＣ中空床版 上部⼯・下部⼯ 65 ⽔中３Ｄスキャナ ⽔中カメラ ＰＣポステンＴ桁 基礎

㉙ ⼩型ドローン ロープ 鋼単純⾮合成H桁 上部⼯・下部⼯ 66 ⽔中３Ｄスキャナ ⽔中カメラ 鋼単純合成鈑桁 基礎

㉚ ⼩型ドローン ロープ 鋼連続⼩数鈑桁 下部⼯ 67 ＭＣＳロボット 近接⽬視 ＲＣ溝橋 上部⼯・下部⼯

㉛ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ ＰＣプレテンＴ桁 上部⼯・下部⼯ 68 ＲＡＮＳ-μ ドリル法 ＲＣ中実床版 上部⼯

㉜ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 上部⼯・下部⼯ 69 塩分センサ コア採取 ＲＣ床版 上部⼯

㉝ ⼩型ドローン フロート台船 鋼単純⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 70 ⽔陸両⽤ロボット 船上（近接） 溝（BOXカルバート） 主桁・竪壁

㉞ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼単純⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 71 デジカメ＋AI解析（オルソ） クラックスケール等 ＰＣプレテンホロー桁 主桁・床版

㉟ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 72 デジカメ＋AI解析（オルソ） リフト⾞ 溝（ＢＯＸカルバート） 頂版・側壁

㊱ ⼩型ドローン 橋梁点検⾞ 鋼連続⾮合成鈑桁 主桁、横桁、床版等 73 Ｋ-Trace 梯⼦（近接） 鋼合成鈑桁 床版

㊲ ⼩型ドローン ロープ ＰＣラーメン 橋脚
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～トンネル・附属物等点検における点検支援技術活用事例～

NO 施設 延長等 対象部位 点検支援技術の分類 技術名 登録番号 効果

① トンネル 572m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

② トンネル 555m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

③ トンネル 1,199m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

④ トンネル 266m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト増加、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑤ トンネル 3,746m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑥ トンネル 317m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 走行型高速3Dトンネル点検システムMIMM-R(ﾐｰﾑ･ｱｰﾙ)/MIMM(ﾐｰﾑ) TN010006－V0423 コスト増加、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑦ トンネル 815m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑧ トンネル 551m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑨ トンネル 926m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑩ トンネル 726m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑪ トンネル 116m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑫ トンネル 784m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑬ トンネル 2392m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑭ トンネル 543m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑮ トンネル 1,000m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑯ トンネル 506m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑰ トンネル 147m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑱ トンネル 152m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑲ トンネル 658m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

⑳ トンネル 1,172m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉑ トンネル 860m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉒ トンネル 497m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉓ トンネル 983m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉔ トンネル 305m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉕ トンネル 96m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉖ トンネル 715m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉗ トンネル 745m 覆工ｺﾝｸﾘｰﾄ 画像計測技術 PDD(Photo Deformation Drawing)システム TN010023-V0023 コスト縮減、精度向上、工程短縮（外業短縮）

㉘ 大型ボックスカルバート 38.4m 頂版 画像計測技術 橋梁等構造物の点検ロボットカメラ BR010019-V0524 コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉙ 大型ボックスカルバート 26.0m 内空（頂版・側壁・継手） 画像計測技術 軽車両搭載型トンネル点検支援システム（MIMM-S） TN010017－V0123 コスト増加、工期短縮、精度向上

㉚ 標識・照明 34基 支柱基部 非破壊検査技術 POLE　SCANNER　ぐる探 NETIS：KK-150069-VE コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉛ 標識・照明 28基 支柱基部 非破壊検査技術 鋼製支柱の変状検査システム「JTM-11」 NETIS：CB-220036-A コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉜ 標識・照明 20基 支柱基部 非破壊検査技術 鋼製支柱の変状検査システム「JTM-11」 NETIS：CB-220036-A コスト縮減、工期短縮、安全性向上

㉝ 舗装 2.0km ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装
ひび割れ・わだち掘れ
量・IRI

車載簡易装置による道路点検 システムGLOCAL-EYEZ
PA010009-V0022
NETIS：KK-230048-A

コスト縮減、工期短縮

＊①②③は、３トンネルで同時期に点検支援技術を活用 合計延長：２，２３６ｍ

＊④⑥は１トンネルで点検支援技術を活用

＊⑤は４トンネル同時期に点検支援技術を活用 合計延長：３，７４６ｍ
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【機密性２】令和６年度 鳥取県道路メンテナンス会議等主催の講習会等

○自治体職員及び直轄職員の知識・技術力向上を目的に、各講習会等実施予定。

令和６年度の点検等技術向上支援（講習会等）

講習会等名称 開催時期 参加者他 主催

「パネル展示」による道路施設の老朽化対策ＰＲ
令和６年度

(※H30.４.27～継続実施)
各公共施設等 鳥取県道路メンテナンス会議

新点検要領説明会 R6.6.6
国・県・市町村の

担当者
鳥取県道路メンテナンス会議

トンネル点検勉強会 R6.10.11
国・県・市町村の

担当者
鳥取県道路メンテナンス会議

＜直営点検関連＞橋梁合同点検（市町村支援）
＜直営点検関連＞橋梁健全性判定会議（市町村支援）

９月～３月頃
※場所(県内５事務所)

国・県・市町村の
担当者

鳥取県道路メンテナンス会議

講習会等名称 内容 開催時期 参加者他 主催

道路構造物の維持管理 舗装・道路付属物・トンネル ８月１日 １２６名 鳥取県建設技術センター

橋梁点検と補修計画 点検及び補修計画策定時の留意点 ９月６日 １０２名 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（PC橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

１２月３日 ９７名 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（鋼橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

９月１９日 ９２名 鳥取県建設技術センター

橋梁点検実習
定期点検のポイント、留意点
現地での実習、点検調書の作成と診断

２月１４日 ２７名 鳥取県建設技術センター
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①２巡目点検橋以降の橋長１５ｍ以下の橋梁又は、単径間で直営点検が実施できると判断した橋梁

②脚立等により近接目視が可能な橋梁

③前回の点検で健全性ⅠかⅡと判定された橋梁

直営点検：鳥取県では令和元年度から試行を実施

【直営点検実施状況（鳥取県）】

【直営点検実施状況（市町村）】

鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土 合計

実施日 R6.10.31 R6.11.8 R6.11.18 R6.11.21 R6.11.22

点検橋梁数 3 3 6 1 3 16

参加人数 5 10 8 2 8 33

参加市町村
鳥取市
岩美町

若桜町
智頭町

倉吉市
管内
全市町村

―

実施市町村 鳥取市 智頭町 湯梨浜町 米子市 合計

点検橋梁数 119 2 9 23 153

参加人数 50 2 4 3 59

令和６年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み
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■対象
①職員による「直営点検」健全性を仮判定した橋梁
②橋梁定期点検した橋梁で、２巡目以降の点検で損傷が進行し、健全性ⅡからⅢに判定された橋梁
■参加者
①鳥取県、②鳥取県建設技術センター（助言：専門家）、③委託業務の受託者

健全性判定委員会（県５事務所で専門家の助言を受けて道路管理者が判定）

鳥取県土 八頭県土 中部県土 米子県土 日野県土 合計

実施日 R7.2.25 R7.2.26
R7.2.28
（書面）

2月下旬
（書面）

3月下旬
（書面）

―

構成人数
６人（所長、各
課長、参事
他）

８人（所長、各
課長、課長補
佐）

６人（局長、各
課長、参事、
課長補佐）

７人（局長、各
課長、参事、
課長補佐）

７人（局長、各
課長、課長補
佐）

―

県対象橋梁（直営点検） ３ ３ ６ １ １ １４

県対象橋梁（委託業務） １ ２ ３ ０ 1 ６

【県各事務所の健全性判定委員会実施状況】

【令和６年度成果】
• 県と２市２町で１６９橋の直営点検を実施。
• 県実施分について、県５事務所で３３人が実施したことにより、各職員の技術力向上が図れた。
• また、市町村実施分について、４市町で延べ５９人が実施したことにより、市町村職員の技術力向上が図れた。
• 点検コスト（委託費）のうち約42百万円のコスト縮減が図れた。（250千円×16９橋）
• 健全性判定会で専門家の助言を受けることにより、直営点検・委託成果の判定基準のバラツキが改善された。

令和６年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み
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〈目的〉健全性判定会は、「直営点検」の健全性判定を適正に行うため及び職員の道路橋梁メンテナンスに関する技術力向上に資することを
目的とする。県の判定会に市町村も参加し、小規模道路橋の点検と判定について助言を受け、技術力向上と知識を取得する。

〈内容〉①職員による「直営点検」で健全性を仮判定した橋梁（市町村は助言を受けたい橋梁）
②橋梁定期点検した橋梁で、２巡目以降の点検で損傷が進行し、健全性ⅡからⅢに判定された橋梁（市町村は助言を受けたい橋梁）
上記①、②の橋梁について専門家（道路メンテナンス事務局、建設技術センター）の助言を受けて道路管理者が判定。
判定会に委員長（各県土整備事務所長・局長）を置き、アドバイザー（専門家）の技術的意見（助言）を受ける。

〈鳥取県道路橋健全性判定会〉
【概要】実施状況：鳥取県土(R7.2.25)、八頭県土(R７.2.26)、中部県土（書面）、米子県土（書面）、日野県土(書面)

参 加 者 ：鳥取県、鳥取県建設技術センター、委託業務の受託者 （令和６年度は市町村の参加なし）
【対象橋梁】 ２２橋：県（直営）１６橋、県（委託）６橋

〈事例紹介〉～八頭県土整備事務所の取り組み例～
【概要】日 時：令和７年２月２６日（水）

場 所：鳥取県八頭庁舎 第１会議室
参加者：２５名 ＜鳥取県（１９ 委員＋説明者）、国交省（１）、

建設技術センター（３）、コンサル（２）＞ ※( )は人数。
【対象橋梁】５橋 ＜県（直営）３橋、県（委託）２橋
【判定結果】仮判定からの変更 １橋（仮判定：Ⅲ→確定：Ⅱ）

再判定会に持ち込み ０橋

道路橋健全性判定委員会（県内５事務所）実施状況

■点検調書により仮判定した根拠と損傷状況を説明し、専門家の助言を受ける。
■助言を受けて各道路管理者が判定する。
■参加の意向がある場合は市町村も参加し、損傷状況と評価のポイントについて学習。
■また、意見交換（質疑応答）も行っている。

R7.2.25 健全性判定委員会の様子

整理
番号

管理者 路線 橋梁名 市町村
橋長
（ｍ）

点検年度 点検日
前回点検
健全性

今回点検
仮判定

今回判定
確定

1 鳥取県 （主）津山智頭八東線 岩屋堂橋 八頭町柿原 6.0 令和６年 2024/11/8 Ⅱ Ⅱ Ⅱ

2 鳥取県 （主）岩美八東線 笹杙橋 八頭町落岩 3.2 令和６年 2024/11/8 Ⅱ Ⅲ Ⅲ

3 鳥取県 （一）麻生国府線 市場小橋 八頭町福地 3.0 令和６年 2024/11/8 Ⅰ Ⅰ Ⅰ

4 鳥取県 （主）津山智頭八東線 倉谷橋 八頭町三浦 5.2 令和６年 2024/6/18 Ⅱ Ⅲ Ⅱ

5 鳥取県 （主）郡家国府線 .梅ヶ坪橋 八頭町篠波 3.8 令和６年 2024/6/20 Ⅱ Ⅲ Ⅲ

令和６年度 鳥取県小規模道路橋の「直営点検」導入に向けた取り組み
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【機密性２】令和７年度 鳥取県道路メンテナンス会議等主催の講習会等の予定

○令和６年度に引き続き技術向上支援にかかる講習会等の開催を予定

令和７年度の点検等技術向上支援（講習会等）の予定

講習会等名称 開催時期 参加者他 主催

「パネル展示」による道路施設の老朽化対策ＰＲ
令和７年度

(※H30.４.27～継続実施)
各公共施設等 鳥取県道路メンテナンス会議

鳥取県各点検要領改定説明会 R7.4予定

国・県・市町村の
担当者

コンサルタント
鳥取県

橋梁点検診断にかかる新技術実演会 未定
国・県・市町村の

担当者
鳥取県道路メンテナンス会議

＜直営点検関連＞橋梁合同点検（市町村支援）
＜直営点検関連＞橋梁健全性判定会議（市町村支援）

９月～３月頃
※場所(県内５事務所)

国・県・市町村の
担当者

鳥取県道路メンテナンス会議

講習会等名称 内容 開催時期 参加者他 主催

道路構造物の維持管理 舗装・道路付属物・トンネル

時期未定

鳥取県建設技術センター

橋梁点検と補修計画 点検及び補修計画策定時の留意点 鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（PC橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

鳥取県建設技術センター

橋梁維持補修（鋼橋）
橋梁維持補修の現状
施工上の留意点

鳥取県建設技術センター

橋梁点検実習
定期点検のポイント、留意点
現地での実習、点検調書の作成と診断

鳥取県建設技術センター
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